
緒 言

AngleⅡ級大臼歯咬合関係の改善を目的とした

上顎大臼歯の遠心移動には，さまざまな装置が考

案され，その有用性について報告されている１－３）．

今回はその中でも外科的侵襲度が低く，患者の協

力度に左右されない固定式装置の一つである Ca-

rano４）により考案された Distal Jetを使用した．

これは，歯体移動による大臼歯の遠心移動を特徴

とし，その有用性についても報告されている５－９）．

本装置を使用する際，上顎第二大臼歯が萌出して

いる場合は未萌出の場合に比べ，１か月あたりの

上顎第一大臼歯の遠心移動量が減少することが報

告されている１０）．

今回，上顎両側第三大臼歯の歯胚が存在してい

る症例において，上顎両側第二大臼歯を抜去後，

上顎第一大臼歯の遠心移動を行ない大臼歯関係を

改善し，その後上顎前歯部前突感と下顎歯列叢生
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Summary

The report describes orthodontic treatment of a 15−year 5 months old male patient with

Angle Class II div. 1. The antero−posterior skeletal relationship was skeletal Class II. The

upper and lower incisors were labially inclined and the molar relationship was Angle Class

II. The patient was diagnosed as skeletal maxillary protrusion with upper and lower incisor

labial inclination and crowding. After the extraction of the upper second molars, Distal Jet

appliance was placed to treat the Class II molar relationship. Then, after the extraction of

the upper and lower first four premolars, ”018 slot pre−adjusted edgewise brackets were

placed to treat the upper and lower incisor labial inclination and crowding. Finally, the up-

per third molars occluded to the lower second molars. After orthodontic treatment, the fa-

cial profile was significantly improved, and an acceptable occlusion was achieved.
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の改善のために，上下顎第一小臼歯４本を抜去

し，良好な顔貌および咬合が得られた症例を経験

したので報告する．

診査・診断

初診時年齢１５歳５か月，上下前歯の歯並びと前

突感を主訴に来院した．９歳の時に正中過剰埋伏

歯抜去の既往がある．

顔貌所見は，正貌はほぼ左右対称性でオトガイ

に緊張感が認められた．側貌はコンベックスタイ

プで，口唇の突出感が認められた（図１－A）．

口腔内所見は，AngleⅡ級，オーバージェット

＋９．０mm，オーバーバイト＋５．０mm，右側第

一小臼歯が鋏状咬合を呈していた（図２－A）．

パノラマ X線写真では，歯数の過不足は無く，

上下顎両側智歯歯胚を認めた．上顎両側智歯歯胚

においては，著しい歯胚の低形成や位置異常は認

められなかった（図３－A）．

セ フ ァ ロ 所 見 は SNA７６．０°，SNB７１．５°，

ANB＋４．５°と骨格性２級を示し，FMA２３．５°と

ローアングルタイプであった．歯系においては

U１to FH１２０．０°，FMIA４１．０°，U１to NA１２．０

mm，L１to NB１１．０mmと上下顎前歯部の唇側

傾斜を認めた（表１）．手根骨エックス線写真所

見では骨端核と骨幹端の癒合はほぼ終了している

ことと，拇指尺側種子骨が認められる（図４）こ

とから，成長スパートは終了していると考えられ

た１１－１４）．

診 断

上下顎前歯部の叢生と唇側傾斜を伴う AngleⅡ

級１類症例と診断した．

治 療 方 針

上顎第二大臼歯を抜去後，Distal Jetによる上

顎第一大臼歯の遠心移動により臼歯部咬合関係を

改善し，その後口唇突出と前歯部叢生改善のため

上下顎両側第一小臼歯を抜去し，マルチブラケッ

ト装置を用いて上下顎歯列の再配列を行なうこと

とした．

大臼歯遠心移動の固定源としてパラタルボタン

が接する口蓋粘膜部と維持用アームを鑞着したバ

ンドを上顎第一小臼歯に合着することとした（図

５）．上顎第一大臼歯遠心移動後の保隙には，顎

内にナンスのホールディングアーチとトランスパ

ラタルアーチ，顎外にヘッドギアを使用すること

とした（図６）．

治 療 経 過

Distal Jet治療開始年齢：１５歳７か月

Distal Jet治療終了年齢：１５歳１１か月

マルチブラケット装置治療開始の年齢：１６歳０

か月

マルチブラケット装置治療終了の年齢：２０歳９

か月

Distal Jet治療期間：４か月

マルチブラケット装置治療期間：４年９か月

１）上顎大臼歯遠心移動

上顎両側第二大臼歯抜去後，Distal Jetを上顎

第一小臼歯と上顎第一大臼歯に装着し治療を開始

した．１か月に一度の間隔で Distal Jetのコイル

スプリングの活性化を行なった．治療開始約４か

月後には臼歯関係Ⅲ級まで上顎第一大臼歯が遠心

移動した．

上顎第一大臼歯の遠心移動後の保隙にはホール

ディングアーチとトランスパラタルアーチを装着

し，ヘッドギアの使用を開始した（図６）．

２）上下顎歯列の再配列

上顎犬歯から第一大臼歯に”０１８×”０２５slot pre

−adjusted edgewise装置を装着し，”０１６ニッケ

ルチタン（以下 NiTi）セグメントワイヤーから

レベリングを開始した．１か月後に”０１８ステンレ

ススチールワイヤー（以下 SS）を装着し，上顎

第一小臼歯と上顎第二小臼歯間にオープンコイル

スプリングを装着し，４か月間上顎第二小臼歯の

遠心移動を行なった．治療開始５か月後に上顎両

側第一小臼歯を抜去し，上顎犬歯の遠心移動を開

始し，１年７か月間行なった．動的治療開始７か

月後より上顎前歯部にも edgewise装置を装着

し，上顎歯列のレベリングを開始した．また，動

的治療開始８か月後に下顎両側第一小臼歯を抜去

し，edgewise装置を下顎歯列に装着し，”０１２

NiTiワイヤーを用いてレベリングを開始した．

動的治療開始１年後に上顎智歯の萌出が認めら

れ，５か月後に上顎両側智歯にも edgewise装置

を装着し，レベリングを開始した．動的治療開始
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図１：顔面写真
A：初診時（１５歳５か月）
B：動的治療終了時（２０歳９か月）
C：保定終了時（２２歳１１か月）

２８ 田中 弘子：大臼歯遠心移動を行なったAngleⅡ級１類症例
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図２：口腔内写真
A：初診時（１５歳５か月）
B：動的治療終了時（２０歳９か月）
C：保定終了時（２２歳１１か月）
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図３：パノラマ X線写真
A：初診時（１５歳５か月）
B：大臼歯遠心移動終了時（１５歳１１か月）
C：動的治療終了時（２０歳９か月）
D：保定終了時（２２歳１１か月）

３０ 田中 弘子：大臼歯遠心移動を行なったAngleⅡ級１類症例



１年２か月後にホールディングアーチのパラタル

ボタン接触部位である口蓋粘膜が炎症を起こした

ため撤去した．上下顎前歯部の舌側移動は，上顎

は動的治療開始２年５か月後，下顎は１年１０か月

後から，それぞれにクロージングループを組み込

んだ”０１７×”０２５SSを装着して開始した．さら

に，上顎歯列は動的治療開始３年４か月後，下顎

歯列は２年７か月後から”０１７×”０２５SSアイデア

ルアーチを用いて上下顎歯列の咬合の緊密化を

行った．

結 果

顔貌所見では，正貌は左右対称で，オトガイの

緊張感は改善され，側貌では口唇の突出感が改善

された（図１－B）．口腔内所見では上下顎歯列

正中がほぼ一致し，臼歯関係 AngleⅠ級，オー

バージェット＋３．０mm，オーバーバイト＋３．０

表１：側面頭部 X線写真計測値

初診時
大臼歯遠心移動
終了後

動的治療終了時 保定終了時

（degree） １５歳５か月 １５歳１１か月 ２０歳９か月 ２２歳１１か月

SNA ７６．０ ７６．０ ７５．０ ７５．０
SNB ７１．５ ７１．０ ７２．０ ７２．０
ANB ４．５ ５．０ ３．０ ３．０
Facial angle ８２．０ ８１．０ ８３．０ ８３．０
Y−axis ６７．０ ６７．５ ６７．０ ６７．０
FMA ２３．５ ２４．５ ２２．０ ２２．０
Gonial angle １１６．０ １１５．０ １１４．５ １１４．５
Occlusal plane to FH ８．０ ８．５ １４．５ １５．０
U１to FH １２０．０ １２３．５ ９４．５ ９４．５
L１to mandibular plane １１５．０ １１５．０ １０５．０ １０５．０
FMIA ４１．０ ４０．５ ５３．０ ５３．０
U 1 to NA (mm) １２．０ １３．０ １．０ １．５
L 1 to NB (mm) １１．０ １１．０ ３．５ ３．５

図５：Distal Jet装着時口腔内写真

図４：初診時（１５歳５か月）手根骨 X線写真

図６：大臼歯遠心移動終了時口腔内写真
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mmとなった（図２－B）．

パノラマエックス線写真所見では歯根の平行性

が得られ，上顎両側智歯の萌出が認められた（図

３－C）．側面頭部エックス線写真所見では，Dis-

tal Jetによる上顎大臼歯の遠心移動に伴い，U１

to FHは１２０．０°か ら１２３．５°に 増 加 し，FMAが

２３．５°から２４．５°と下顎骨の開大が認められ，

ANBは４．５°から５．０°に増加した（表１，図７）．

動的治療終了時には，歯系で U１to FHは１２３．５°

から９４．５°と舌側傾斜を示し，骨格型で FMAは

２４．５°から２２．０°と下顎骨の開大は改善され，

ANBは５．０°から３．０°と骨格性２級の改善が認め

られた（表１，図９，１１）．

また，冨永ら１０）の方法に従い，口蓋平面を基準

に大臼歯と第一小臼歯，中切歯の移動について分

析した結果，（図８－a），上顎第一大臼歯の遠心

移動量は口蓋平面に対して片側５．５mm，歯軸は

５．０°遠心傾斜を示したが，移動様式はほぼ歯体移

動で，挺出は認められなかった．第一小臼歯は

０．５mmの近心移動が認められ，１．０mmの挺出

と１．０°の近心傾斜が認められた．中切歯は１．０

mmの唇側移動と２．０°の唇側傾斜が認められ，

挺出は認められなかった．

図８：側面頭部エックス線写真
a : ANS，口蓋平面重ね合わせ
b : Me，下顎下縁平面重ね合わせ

初診時（１５歳５か月）
大臼歯遠心移動終了時（１５歳１１か月）

図７：側面頭部エックス線写真
S，S−N平面重ね合わせ

初診時（１５歳５か月）
大臼歯遠心移動終了時（１５歳１１か月）

図９：側面頭部エックス線写真
S，SN平面重ね合わせ

大臼歯遠心移動終了時（１５歳１１か月）
動的治療終了時（２０歳９か月）

３２ 田中 弘子：大臼歯遠心移動を行なったAngleⅡ級１類症例



保 定

保定開始年齢：２０歳９か月

保定終了年齢：２２歳１１か月

保定期間：２年２か月

保定には上顎にサーカムフェレンシャルタイプ

リテーナー，下顎にスプリングリテーナーを８か

月間は終日の使用を指示し，その後１年４か月間

は夜間のみの使用とした．臼歯部咬合関係は安定

しており，オーバージェット＋４．０mm，オー

バーバイト＋４．０mmと若干上顎前歯部の挺出が

認められた（図２－C，１１，１２）．

考 察

上顎第一大臼歯遠心移動時の上顎第二大臼歯の

存在は，スムーズな遠心移動のさまたげになるこ

とが報告されている１０）．そのため，本症例では上

顎第二大臼歯を抜去し，上顎両側智歯を咬合に利

用することで，約４か月という短期間で上顎第一

大臼歯を５．５mm遠心移動することができた．ま

図１１：側面頭部エックス線写真
S，S−N平面重ね合わせ

初診時（１５歳５か月）
動的治療終了時（２０歳９か月）
保定終了時（２２歳１１か月）

図１０：側面頭部エックス線写真
a : ANS，口蓋平面重ね合わせ
b : Me，下顎下縁平面重ね合わせ

大臼歯遠心移動終了時（１５歳１１か月）
動的治療終了時（２０歳９か月）

図１２：側面頭部エックス線写真
a : ANS，口蓋平面重ね合わせ
b : Me，下顎下縁平面重ね合わせ

初診時（１５歳５か月）
動的治療終了時（２０歳９か月）
保定終了時（２２歳１１か月）
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た Distal Jetは，装置の力点を口蓋根の抵抗中心

相当部におくことで大臼歯の歯体移動が得られる

装置である９）．本症例では，上顎大臼歯は５か月

で口蓋平面に対して５．５mm遠心移動し，遠心傾

斜は５°と少なく，移動様式はほぼ歯体移動を示

した．また，垂直的には咬合平面に沿った遠心移

動が得られ，過去の報告とほぼ同様な移動を示し

た５）．近遠心方向への反作用については，上顎第

一小臼歯は０．５mmの近心移動，１°の近心傾

斜，１．０mmの挺出を示し，FMAが１°増加した

要因となったと考えられた．上顎前歯は１．０mm

の唇側移動と，２°の唇側傾斜が認められ，挺出

は認められなかった．本症例では Distal Jetの治

療期間中，患者の協力が必要なヘッドギアを使用

しなかったが，今後，遠心移動時の反作用防止の

ために患者の協力が得られる場合は，ヘッドギア

の併用も有用と考える．

上顎第一大臼歯の動的治療終了時の位置は，

Distal Jetによる遠心移動後と比較すると４．５

mmの近心移動が認められた．本症例では，下

顎大臼歯の近心移動量が１．０mmで，この下顎大

臼歯の位置に対して大臼歯Ⅰ級関係を確立するた

めに，上顎大臼歯の４．５mmの近心移動が適切で

あったと推察された．小臼歯４本抜去のみの治療

方法では，大臼歯関係の改善は上顎大臼歯の固定

を最大とし，さらに下顎大臼歯近心移動が必要と

なるが，今回はマルチブラケット装置による治療

に先立ち，上顎大臼歯の遠心移動を行ない臼歯関

係の改善を行ったことで，上下顎前歯部の舌側移

動を十分に達成することができたと考えられた．

２年２か月間の保定後も上顎大臼歯の位置は安

定しており，緊密な咬合が維持されていたことか

ら，大臼歯遠心移動により臼歯関係の改善が必要

な AngleⅡ級の治療や，歯科矯正用アンカースク

リューを使用できない症例において Distal Jetの

使用は有用であると推察された．
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